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チマシ即会蝦夷の砦

河野常 士
日

（第二園版〕

CHASHI OR FORTRESSES OF THE AINU. 

BY 

T. K6KO. 

(With Plate II.) 

北海道に於ける人類皐上の遺跡中、額著なるものを、竪穴及び

チャジとなすO 而して竪穴に就ては、従来研究したる入、記述した

る書類少なからぎれとも、チャジ lζ 就℃は松浦竹四郎氏の束蝦夷日

誌、其他同氏の日誌類、永田正方氏の北海道蝦夷語地名解、其タト数

種の書籍中 R僅に散見するに過きず。而も其記述甚だ簡略にし℃、

チャジなる者の形脱性質を知るに足らずO 彼の坪＃博士の如 5も、

亦チャジに就ては多く設く所なしO 差しチャシは奮来、多くアイヌ

の地名によ bて．知られたるものにし℃、賓際之を調査したる人稀

なるのみ在らず、虞〈豆 b℃調査したる人なければ、未ti完杢に研

究せられずと云ふも可な bo 是れ予が設に予の研究せる大略を述

べんと欲する所以左 b。

チャシの定義

チャシは、蝦夷語即ちアイヌ語にし℃、一地域に人の容易に入

る能はまるやう．四方を間以たるを云よ、0 ~彊シ．バチヱラー氏のア

[Tram. Sapporo Nat. Hist. Soc., Vol. I. 1905.l 
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イヌ英和辞典には．圏、塀．城と誇せれ故にアイヌは？豪、量、崖等

を以て園ゐ12る砦の如主ものをもチャジと云へば、叉土量、木柵等

を以て闇ゐたる牧場の如主ものをもチャジと稿するな bo 而して

北海道の人類皐的遺跡として、此慮！t謂ム所のチャジは、古昔の砦

（叉城、塞．館、盤、墨等と課すHとして、今日普通チャショ、ァ（砦祉法滞す

るものな bo 叉其大小其他服売によ bて、ポロチャジ（大砦）．ポンチャ

シ（小砦）、キムンチャジ（山砦）、クェンチャ凶悪砦）、ライチャジ（鹿砦）．ヲプ

イチャジ（焼砦）等の名を以て呼ばるるものあ bc 但しカムイチャジ（神

砦）と稀するものの如きは、概ね一種の迷信よれ命名せるものなれ

ば、其人の遺跡なる詮あるもののタトは、此慮 lζ 謂ム所のチャジの内

には、加へぎるものとすO

チャシの湯布

チャシは、北海道本地｛千島を除主党る北海道jを中心として、南

は奥羽地方の北部、北は千島列島の大部分に存在すO

陸奥閣のチャシに就℃は、明治二十年東京人類皐曾報告第十二

就に、佐藤蔀氏の北津軽郡高野村に於ける秋館（イヌタア／の記事あ b。
叉明治二十三年同皐曾雑誌第五十一競 lこ、佐藤重紀氏の上北郡竪

穴の記事中、同郡蛇揮、及び中志の盤の事を載せたれ今之を摘録

すれば下の如 L0 

北津腿郡高野村秋舘〔佐藤蔀氏〉。弘前の東北凡そ五！里、小高き E iこわ

り。 内外隔廓あり、各々虚掘ら国ら L、タト i:t縦横各々二町絵、内臨！:t一町

鈴なり。土器凡そ百片、雷斧二個 le拾へり。

上北郡峻津村 i二在るもの（佐藤重紀氏〉。高さ五六聞の丘岬 i二わり。

丘上東西三十問、南北二十関許、不現前なる瓜三角形ゃなし、一方！:t娼や以

て限り、三方 l:t渓漆 i二臨み、其中腰 i二営りて一帯の階段幅五六尺のものか

折回し、爾端共 i二堀に合す、宛然小慢なり。壁内竪穴の敏二十二個ありて、

大なる穴中央に位す、叉附近にも竪穴あり、砦内設掘の目艮なかりしが、粗末

なる貝塚土器の破片二三個や拾ひ f早大りD

上北郡中志蝦夷官官（佐藤重紀氏7。丘陵の鼻端高さ二十丈許、丘上掘ら

｝方に堀り－ I&や到すること蛇？撃に同し、唯中腰に段や設げざる差ある

のみ白壁内東西二十五問、南北十四閥、穴の殻五、貝塚土器の小破片あり。
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此地方僅俗蝦夷館、叉 11館土止と精する庭、諸虞にあり。 皆丘上 i二沿ふ

て一区か構へ、堀込廻らし段私設し其内容 11、峻淳、中志、の遺跡の如＜ I二て、

唯異なる 11竪穴の有無のみ。

蓋し雨氏は、北海道に於けるチャジなるものを知らず、車lζ 其

地方に於ける遺跡を、報したるに過ぎすと離も、其記事によ b℃観

れば、其遺跡、は、北海道のチャジと杢〈同ーにして、陸奥地方には其

遺跡少なからざるを知るべ LO 澗後闘にも之に似寄bたる遺跡あ

bとの談話を、問主たる乙とあるも詳か在らず、奥澗地方は向一段

の調査を要すべ 3ものとすO

北海道本地には、チャシの数甚だ多 LO 今其地名に存する所の

もの．並に地名に存せぎるも、明 iこチャジと認むベ主ものを下 lこ皐

げん。但し引用書籍は之を記するも‘同ーのチャジにして数種の書

籍に載するものは、煩を厭よ、℃其著述年月の古きもののみを記す

るに止む。叉書籍に見えずして談話に聞きたるものは談話者の氏

名を記し、書籍にも見ゑず談話にも聞きたる乙となくして、予の見

出したるものは予の名を記すO

渡島国

函館医函館山の蝦夷官官〔蓄固〉。北海道蝦夷語地名解（以後皐 iこ蝦夷語

地名解主記す〉に 11チヤジヨ少と記すO 英形今 i威して存在ぜず。

檎山郡江差町蝦夷館（再航蝦夷日記〕。同日記に日し此蕗土居礎今 i二

騒然 Tこり。 以前 11夷人の首長住ぜし由申俸へり。 古器並 i二矢根石、雷斧

石、書事態砧等ル掘得ること多しと。 蝦夷語地名解 l二11チャ γ ョツと詑すョ

町の北部にあり。

f是 昔r,c.• 国

奥尻郡赤石村チャシ（再航蝦夷日誌〉。蝦夷語地名解 iこi工、往時アイヌ

の砦なりしが、資徳三年武田信康此慮に渡海し、暫時居住ぜりと云ふ ιし

ゃ認す。

滋槻郡利別村利別川左岸（東根夷日誌〉。同日誌、 l二日〈、チャ V fJ y ナ

ィ、此露城跡わり。是 11太古静か築きし由 l二て、跡 L リ土器の彼れ、勾玉、鴻

増の餓石等出るなりと、其遺物£り嘉手すれば人の造りしものならんD

嶋牧郡江 1尼遁村チャ V（蝦夷語地名解〉。

岩内郡堀株村チャ V ヨ汐c西蝦夷日誌〕。
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積丹郡余別村チャ事〆ヨ少（同上7。

余市郡余市町余市川左岸〈河野常吉〉。今墾して畑となるも濠及び中

段等の形か存す。津範一統志 lこ、興市秋乙名チ 7 ラク八右衛門、家四十野、

居城ありと云ふもの、是れ鰍。

石 締 園

樺戸郡新十津川村トヲグ川筋チヤジヨ少〈蝦夷語地名解〉。

繭龍郡深川村納内石狩川右岸〈小林道平氏〉口砦の内列、 l二竪穴あり石

器、貝塚土器片等多し。

上川郡紳居村石狩 JII：左側チャ V ヨタ（蝦夷語地名解）。紳辰吉津盤峡

の入口の慮 l二あり。

上川郡 !If栖村石狩川右側チャ γ ョ少（同上7。此砦 It前認の砦と石狩

JII 4-隔て相 ifすO

上 JII：郡忠別川右岸チャ V ヨ少（東西蝦夷山川地理取調関〉。

膳振回

虻田郡鶴文奉村海岸（東蝦夷日誌〕。同日誌 l二日〈、チャ V ナイ〔砦川の

義〉、上 l二普の酋長の城主云ふものあり。近頃迄岩 i二て盛上げれる井戸

もありしが、今埋れてな Lo 三百 It絶壁 l二なりて、一方山根 l二槙吾、蹟る要

害の地なりと。北海道鹿賓測固に It、此虞の地名やチャス左記す。

虻田郡弊議村チャ事〆（同上〉。

虻田郡弊港村虻悶村境チャ V ナイ川の傍（向上）o 拡悶首土人目〈、佐

古アイヌの減跡なゆと。

有珠郡有珠村ポ y チャ V ヨ少〈虻田蒼土人明石和歌助〉。

宥珠郡有珠村ポロチャ V コ少〈同上〉。有珠奮土人某日〈、甑先の造り

しものなりと。

有珠郡伊達村西紋竃タテ r.11(河野常吉〕。今量土地となるも、規模の大な

る砦跡依然 Tこり。

室蘭郡室蘭町北岸 v，トグ岬の西方 i二ある小岬〈同上〕。鎗輔の奮土

人オピ V テ lJ Iレ日〈、室蘭 i二ある三個のチャ vl:t、アイヌの租先の造りれ

るものなゆと。

室蘭郡室蘭町北岸市街の東方チセ Z〆ヨ少〈蝦夷誇地名解〕。同書 l二日

〈、土人云ふ、普ホヲク魚の骨私用ひて槍となし、此砦 iこ擦りて防戦しれり

と。

室蘭郡室蘭町北摩守且 V’チャシ（同上〉コ

白老郡白老村チャ V ヨ少（同上〕。

勇挽郡厚民村ライチャ γ〈東蝦夷日誌）。

勇挽郡鵡川筋似襲撃と果標の間カ A イチ tl"/ （同上〉。雷斧、石骸等私自
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す由なれば、人遣のチヤジならん。

千歳郡長都村カマカ（野村恭三郎氏〉コ砦内開墾して畑となるも、周周

の濠 l:t依然 7こり、千歳の沓土人（婦人〉云ふ、ヨロポヲグルの遺跡なりと。

千歳郡蘭越村 A サのチャ '::I ::t 少〈夕張日誌〉。同書 l二日〈、V コ少（千歳

の奮稿〉の徳大将の館なりと。

千歳郡烏栂舞村宅ペ少川筋チヤジヨ少〈蝦夷語地名解〕o 唱ペ少川と

千歳川の簡の小丘にして、人作にわらずと言日す、砦E止なるや否－？ !J:.知らず。

日 高 園

沙流郡佐瑠太村海岸ウェ v チヤジ〈東夷痛々夜話）o

沙流郡平賀村チヤジヨ少〈東蝦夷日誌）o オキグ；1, ! （古英雄の名〕の城

跡なりと云ふ、石餓等か出すD

沙流郡貫集 JJU村ヌカヒヲ川南岸 iJ .Aν チャジ（東西蝦夷山川地理取

調園〉。守ム V チャジ cl:t後の砦の義なり。
沙流郡貫集別村ヌカヒラ JJI南岸チャ；，， ::t ~c 同上〕。

沙涜郡門別村門別川筋チヤジ（東蝦夷日誌J。

新冠郡高江村新冠川口西岸明l官館（同上〉。明l官館と It、i原義経やすキ

グルミの事跡 l二附舎じて、和人の呼ぺるものなり。北海道脂質，測回 lこIt

チャ V ヨラ＇ c記す。
静内郡下下方村染返川東岸チャ γ ョ少（同上〉。同書に此虞ジャ P V ャ

( :v（寛文九年叛菌Lぜし酋長〕の居波なりしかと認す。

静内郡梢別村梢別市街の裏山（河野常吉〉。

静内郡柄別川の東方（同上〉。此砦 It前記の砦の北方 lこ在り、アザミ川

か隔てて相費す。

三石郡賎布村蹄布市街の裏山（同上7。

三石郡肢布村 V 田少プ（東蝦夷日誌〉。同書 l三日〈、三日月形の土手三

つあり、其タト l二期跡わり。 内 i二穴居跡十八九並ぶ、雷斧、環槌、鉄石、陶器の欠

げ多 L。英語－ ffifI二畑跡なりと。

三石郡幌宅村チャ V ヨ少〈同上〉。問書 l二日し陶器片、鉱石多し、穴居跡

ありと〈穴居合跡 l:t袋内か、砦タトか詳かならず〉。

三石郡兎舞川口の丘陵（寛政三年蝦夷道中詑〉。蝦夷人の舘や構へし

跡ありと記す。未曾有之認に l:t城跡とあり。

浦河郡弁寒華村手ャ V ヨ少（東夷織骨夜話〉。

浦河郡西舎村幌別川筋キ .A ＞＇チヤジ（東蝦夷日誌：） a ~ .A Y チャ，，－ It 

山減の義 fより。

浦河郡西舎村幌別川筋守 7 ,f チャ，：， C同上〕。寛文節Ll二焼釘ちになり

し跡なり主寵す、如何 l二守o 1J 7 イ It嬢る豊島なり。 之と同し地名 l:t

臆振園千歳川筋にもあワ。
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十 勝 園

営縁者！I大樹村歴舟川上流チヤジヨツ〔東蝦夷日誌〉。同書 i二云ふ、方一

町 i二二町許の土手、昔此遁の曾長が住ぜし慮と云惇ふと。

営綴郡営縁村チ ＊ プジ沼の西（同上〕。同書 i二日〈、大なる土手の如き

物わり、昔列官様〈すキグルミ〉の加が化して此の虫日〈成りしと、其上 lこ縄や

傘立しと云ふ、小山の如き物二つあり、案するに是往古の土墨跡か。其溢

穴居跡ありて土器、叉雷斧、鉱石等浴時々編曲ぜりとD

中川郡波来村〔河野常吉〕。大津 L り帯底 lこ赴〈途上、左方の丘陵 l二之

ら望む、砦内竪穴あり。 往昔・アイヌの酋長の居城 iこして、諸方の敵と兵私

権へ？： ηと言惇ふ。

中川郡安骨村（十勝目誌〕。石器等出っと云ふ、村名 l:t砦肱ある i二L り

て命す。

中川郡利別川筋ポ y チャジヨ少（東西蝦夷山川地理取調園〕。

中川郡幕別村猿別市街の西の高丘（河野常吉〕。市街地 L り之や望め

ば、丘 I頁更に痛の如く突起するか見る。今紳祉 ti-置く、砦形依然として存

すc

河束郡音更村オトアヶ川右岸千ヤジヨ到来西蝦夷山川地理取調園）。

河西郡芽室村芽室太チヤジヨ少（東蝦夷日誌〉。石器ル出すO

上川郡屈足村十勝川治岸チヤジヨ，， Cオー勝目誌）。同書 i二万百鈴聞と

認す。

釧路園

足寄郡 i差別村闘牧場内（襲撃士関叉一氏〕。

白糠郡尺別村直別）II：支流アイタイペ（中村守重氏〉。二傭の砦 E止めり

と、叉其議竪穴多しと云ふ。

白糠郡尺別村東部チャ V ヨタ（蝦夷語地名解〕。

白糠郡白糠市街東部の裏〔河野常吉〉。白糠鷹遁の裏手 iこ蛍る丘岬 i二

在りて、空濠あり、竪穴あり。

釧路郡長罰i路町宮曾／W裏チヤジヨ少（東蝦夷日誌〉。営地乙名の先祖、オ

ニトムシの住ぜし慮なりと言俸ふ。今其形か存ぜず、一方切崩ぜり。

銀11i洛郡長~ii 路町宅 :V l）ヤのチャ V ヨ少〔束蝦夷夜話〉。久摺日誌 l二／:tポ

ロチャ γ ヨ少と詑す。 蛍地乙名の先祖、す＝トムミ／の城跡なゆと云」、。東

蝦夷夜話 l二l:t、麓 iこ二重の濠や緩らぜる ιしゃ記ぜども、今見えず（此チヤ

ジ /:t固に示ぜり参照すぺし〉。

釧路郡毎If路町 7' ll' トザ沼の西岸チャヨ〆ヨ少（東蝦夷日誌〉。同書に L

れ Ifすユト A y 2)子、トミカラアイノ、此域ル築主居住ぜしが、根室、厚岸、十

勝三方 L り攻来り落城に及ぷ主。
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j}IJ路郡釧路町カ少ラヨイ（錫11路郡役所某氏）o

釧路郡昆布森村可チョロベ少の西チャ毛／ヨ~（東蝦夷日誌〕。

川上都銀｜路 JI!；東岸 7 ＂＇ヨケ守＝チャ＂＇ ':::I 'Y（久摺日誌〉。同書に云ふ、

此慮ーの城跡あり、穴居跡多し主。

川上部虹別村岡別川筋ポミ／千ヤジヨ少（東西蝦夷山川地理取調園〕。

厚岸都民龍村厚岸湖北西岸チャ V コ少（東蝦夷日誌〉。

厚岸郡厚岸町 ,t y ナイ Ill（河野常吉〉。開墾して畑となるも、旬 l孟濠形

か存す。

厚岸郡未庭村守ピロ海岸の丘岬〈同上）.：，粉々離れて十銭の竪穴あり。

厚岸郡後静付アチャヒ 7 のチヤジヨツ（納紗布日誌〉。柏、守離れて一

群の竪穴あり。

厚岸郡・後静村守ヲイヨタ Y〔河野常吉〕。道路の傍の丘上 l二わり、砦の

内タi、i二竪穴あり。

キ昆 室 園

花咲郡 f中根渇村ジクウジ（納紗布日誌〉。同書 i二日〈土星跡ありて陶

器、叉矢根石~出すと。

花咲郡婦羅理村チャジヨ世〔同上〉。此砦 L り少し登りて、岬顕 iこチヤ

ヨ少（別地の義〕わり、是れ亦砦祉や存すO

花咲郡主主務泊村ナ y 本宅トのチャ t〆古川同上〉。

花咲郡活瑠 !Iii村ウ :r.＞＂チャ.－＇（同上〉。同書 i二日〈、悪しき城と云へり、

』正方の大将貢げて逃去りし i り披しと。

f芭咲郡王主瑠弱村ト守サヲポロの問チャジヨ少〔向上〉口

花咲郡穏務 f~ 村チ＝オプの問チャ γ ョ少（同上）o J庇虞種骨の土器出

つ主。

根室郡根室村の東部；チヤジヨ )It（束問蝦夷山川地理取調闘〕。

野付郡別海村西別川筋チヤジヨ少（関上〉。

野付郡茶志骨村チヤジヨ少。 砦 E止める lこιり村名や附す。

目梨郡忠類村忠類川筋チャヨ〆古川蝦夷語地名解〕。

北見園

斜里郡遠音別村千ャ V ヨ少L蝦夷語地名解〉。

網走郡美隣村ピポロ川東岸守 :r.：，／チャ V〔東問販夷山 JII地理取調関〕。

網走郡語源村チャ V ヨ少（同上）.：，

網走郡鶴木食村チャ V ヨ少（向上〉。久摺日誌 l二日〈、三町詐の土手、恰

も減廊の如し。是や悶ふ l二ト守宅，.：，／カムイ〈唐人跡）の城跡なりと云ふ。

叉業主量 l二一丈五六尺位つつの穴多し、ヨロヨグ V グルの家跡なりと。

常呂郡鐙沸村サロ T 川の西岸チャ V ヨ少〈蝦夷語地名解〉。
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紋別郡湧別村 i勇別川筋ェ fJ (T チャ V ヨ少（悶 .J::）。傾わる砦の義なり。

紋別郡猪滑村渚滑川左岸チャ V ヨ少（東西 l蝦夷山川地理取調園〉。

紋別都議電争］屯ぺ少川口の西方チウ：＜.忌〆チャ予（同上〉口

宗谷郡稚内村チャヨ〆ヨツ〔蝦夷語地名解〉。

天盟国

留蔚郡留溺村留蹴 l辰野の傍ポ Y チヤジヨ少〔西蝦夷日誌〉。

中川郡下名寄村天盤川右岸チヤジヨ少〔束商蝦夷山川地理取調園〉。

同闘並 l二北海道器質 ill！］国共 i二チヤジヨ V ナイと記す。

以上北海道本地に在るチャジの数、線、計九十、其内予の見ミずる

もの過宇を占むるを以℃、或は賓際チャシならぎるものを合むやも

知るべからず。叉此他にチャシなるべしと思はるる個慮な Sにあ

らまれども、誤謬を侍へ ,iz.とを恐れて暫〈之を略すO 向ほ精細

に調査せば、チャジの教は必ず大に増加するならんと信ず。

千島列島中、南部の島には、チャジに関する教箇の地名ある之と

は、奮記によ b℃之を知 bたるが．向ほ予は明治三十三年、武蔵艦

に便乗しτ．千島服売調査のため巡回したる節．揮捉島に於℃新に

三個のチャシを接見し、又同時間伴したる色丹アイヌ（北千島よ b轄

住せる者）合長マーコフ等に質問して、北部ジャジコタン島に至る聞

の島嶋中にも、チャシの存在するを知れ bo 千島圏中チャジと思は

るる蕗下の如 L0 

色丹郡色丹島〔色丹土入信長ヤーョ 7)。アナ可、トカリ唱イ、T スパの

三ケ l二在り、何れも空濠や存すと云ふ。

図後都圏後嶋東沸村チヤジヨ少（東夷痛々夜話〉。

園後郡園後嶋留夜別村 r,:<. ；：／チャ V ュー（三航蝦夷日記）o 同書 i二日

〈、城跡慈しさと云ふことかと。

図後郡園後嶋米戸賀村カムイチセ（同上〕。同書 l二日〈、神の城跡と云

ふなり、少しの土居残りて今 l二在り。何人の築きしものなる 0 主、カムイ

チセ 11紳の家の義なるも人遣なるべしと察ぜちる、此タト同村 l二11ム V チ

ャv と云ふ地名わり。

園後郡閤後鴫大瀧村チャ V ヨ少〈蝦夷志拾遺〉。三航蝦夷日記i二ιれ

If、此タト同村に Itチャ γ 申 V と云ふ地名あり。

擦捉郡揮捉嶋内保村内保川右岸（河野常吉〉。丘陵 lこ在りて空濠か存
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す、内保の部溶 L り之ら望むぺし。

紗那郡爆捉嶋草冠湾岸年筋騨濯の傍（向上〉。小砂丘の周園に空濠の

跡か存す。 附近 l二竪穴あり。

紗那郡紗郡村紗那市街紗那支 E患の裏（同上）口低き丘上 iこわり。 諭骨

其形か損しれるも、倫！ま明 i二砦移や見る。

新知郡守 vv’嶋〈色丹土人酋長十－ -:J 7）。以下問ク虞皆空濠の跡

や存すと云ふ。

新知郡ヲショ F 嶋チャ V ヨタ（同上〉。此慮チヤジコ Vや以て地名とす。

占守郡 V ャヤヨタ v 嶋（向上）。

占守君E-,t v ネコタ ν嶋（同上〉。

幌延、占守の二島には）数慮上陸せるも、予はチャジの遺跡、を見

ぎ ！， ~。マーコフ等 R. 質問するも、古職場の跡はあれども、チャジ

はオンネョタシ島を限 bとL. 其以北の諸島には絶えて之なしと

云へ b。但し幌延島の南部、ぺヅトポ沼とジーペ y トポ泊との聞に‘

チノV ラトイなるものあ ！， 0 チノV ラは運ぶ義、トイは土の義にて、卑

濃の地に士を運び、長約三町、幅約二町、高約一丈稗.iζ築 3たるもの

在 b。比較的大工事tとして、要害のため築きたるかと思はるれど

も、此露には暫〈チャジの内に算入せずO

樺太島には、其南西岸．ノトロ岬と白主去の問、グイと云へる

地の山の裾 It、トイチャジ（叉はチャシ）と栴するものあ ！， 0 土砦と云

よ、義にして、方形をなしO 其幅五六十問、三面に堤を築主、堤下 R

空濠を穿つ。砦内を掘ると Bは種今の土器出づると云J...。而して

砦の来歴に就℃は、蝦夷草紙後篇には、蝦夷の申偉へは往古日本の

軍勢龍城したる跡な bと云ふと記し、北夷談には、老夷＆t尋ねるも

何者の遺 bたるやを知る者なし、一老夷は昔胡人の作る所主言停
ふと云ふよしを記し、北蝦夷園設には、何者の遺る所にや知るべか

らずと記し、再航蝦夷日誌には、小人島の城跡な bと云へ bと記せ

!J o 然れ fも此砦は、北海道に普通存在する所のチャジと精令異る

勤な 3にあらずo’仮令同種類のものとするも、岡島には此他民絶

えてチャジあるととを聞かぎれば、此慮には樺太島を、チャシ分布匝
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域以外 l乙置主、更に他日の調査を待っとととすべし。

ーチャシの位置及臥大き

チャ Vは如何なる地に設くるや、之を細説すれば多様に渉ると

離も、之を概括すれば＼普通海又は湖沼、又は河川 lこ近主丘岬、若〈

は丘陵の頂にして、其附近lζ於℃魚介其他食料を採るに都合よく、

又淡水あ bて飲料を混むを得ベ〈、叉形勝要害にし τ、且つ土地乾
燥、衛生に適する蕗とすO

此慮 lζ 丘岬と云よ、は、其形必ずしも一定せるにあらず、多くは

丘陵の横に細長く斗出したる慮なれども、又些！」λの斗出に止まる

慮あれ平坦なる高牽地の一端なるあれ稀れに山腹の傾斜緩かに

して少しく斗出したる慮あ b。又此慮に丘頂と云よは、多くは凸

超せる丘陵の頂なれども、亦或は横 lζ 連延せる丘頂中更に癌の如

く凸起せる蕗あれ或（j,平野中縫に高主小地積の墓地あれ或は海

岸のー小砂丘 lζ 過さぎるものあ !J0 而し℃固に示・したる、萄ii路園

留I)路町 ;:f:ジ 9ヤのチャジの如きは、丘陵の一端氏於℃一段高言慮に

あ bτ、丘岬と丘頂とを併せたる地勢を有するものとすO

備考。樺太島ゲイにあるトイチャ v(:t、丘陵 i二採ら？して、丘陵の麓なる

平地に設げ 7：り、是れ質 i二異物tl1こり。 然れども北海道のチャ V 中、予

の見ざるものの内 l二l:t、或（:t之 l二似て丘岬若くは丘陵 i二採らずして、

平1.!t地 i二平地と悶し高さ、叉 l:t"I'-地 ιり檎々低〈、設げれるものある
予も知るへからず。筒 Ii調査や裏す。

チャジ所在地の高3は、其正陵の麓なる卒低地よれ又海岸に

在るものは海面よ b、直立二三十尺万至七八十尺を普遁とす、稀に

甚だ、低きものあ b。謄振園千歳郡長都村カマカに在るものの如き

は、平地に濠を緯らし、砦内の高 3僅に四五尺に過 3ず。又間 φ百

二尺以上の高地 ~t 在るものあ b o 日高園三石郡娘布村娯布市街の裏

．山、十勝園中川郡猿別市街の西山、割11路閤厚岸郡オソ十イ山に在る

者の如きは、直立概算二百尺内外あるべしと思はる。要するに飴

｝低忌＇ものは要害ならず、高告 に過るもの 11,..日常の食糧、飲水を

採るにも概ね不便なれば、多くは斯の如き慮l乙設Jけぎ bしならん。



I三0:¥'0: CIIASHI OR FORTRESSES OF THE AINU. 83 

チャジの大 3は甚だ一定せすO 其周園二三十間よ b約百聞に

至るも、概して小形のもの多し、又稀れに大なるものあれ其例を

暴くれは、臆振園伊達村タア山の正岬に在るものは、其形略ほ三角

形を在し、東西約三十問、南北約三十五問、向ほ其一方を仕切 bた

る二重濠の幅合せ八九間あ b。其他前に記せる、陸奥園北津軽郡

高野村、北見園網走村翻木禽村re在るものの如きは、予は之を見詰

るも、書籍に記する Nrによれは、頗る大なるものな b。

チャシの形賦忍び構造

チャシの平面に於ける形放は、概ね不規則なる楕図形、其他不

規則芯る図形なれ Eも、叉弧線、直線よ b成れる、不規則の三角形、

又は方形に属するもの等あ b。蓋し築造者の見込と、天然の地勢 . 

とに依 h、種 φの形肢をなすは嘗然の事ならんの其構造も亦各砦

多少異なる所あ b。今便宜のため丘岬に在るもりと、♂丘頂に在る

ものとの、二種に分ちて説明せん。

チャジの丘岬にあるものは、其丘陵に績ける方に、必ず弧線若

くは直線の空濠を、掘 b廻して之を仕切れ其掘 bたる土は、チャジ

の方に盛 b上げて土手を作れ或は外部に盛 b上げたるものあれ

或は土手を遣らずして、其士を他の修築等 iと用ひしかと、思はるる

ものあ b。濠の深 3は現放に於て、大抵三尺乃至十二尺、幅は上部

氏於℃六尺乃至十八尺位とす、之よ b大なるものは稀な b。濠は

普通一重なれども、又二重tr設けたるものなさ にあらずO 叉丘岬

の細長く斗出したる者に在 b℃は、前後二ヶ所lζ 空濠を掘 ！＞ たる

ものあるは聞や見る所な h0 チャジの丘岬 tこ績かぎる方11.，戸断崖の

場合には其憧lこなし置き、其他は自然、の傾斜に任するものと、段階

を設けたるものとのこ様あ b。段階の作 b方は、丘頂に近3慮、又

は宇腹違に、帯を廻らしたるが如く、段階を綾らし、其雨端·~·~.濠
の南端に連接せしむ。稀に一方にのみ段階を設けたるものあれF構

，遣の精粗一様ならずO
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正頂にあるチャジは、丘の周囲に空濠を続らし、濠よ b掘 b取

bたる士は、之をタト側に盛 b上げ、或は外側lζ出 3ずして、砦内の

修築等に用以たるかと、思はるるものあ bo 稀に小丘の周固に幅

狭喜平地を繰らし、更に其外部に濠を韓らし、砦形恰も綾ある帽子

に似たるものあ b。叉丘頂更に癌の如く突起せるチャシに在色て、

幾部卦天然の正の傾耕を以τ要害となし得るもりは、其部卦iま其

僅になし置き、他の丘頂の平坦部 lと績〈方にのみ濠を擁 hたるも

のあ bゐ又チャジにして杢〈濠を設けず、唯丘側を切 b下げて要害

とましたるものあ上稀れには其人工の極めて粗漏にしτ、一見し

たる所にては、殆んど人工を加へぎるかの如〈疑はるるものあ b0 

チャミ／の内部は、或は天然の地勢に任せ、或は少しく手入れを

在し、或は丁寧に手入れをませれ従て緩かなる傾斜をなすもの君

ト平坦在るものあ b。一部分平坦にして一部分緩斜せるものあ

わ又砦外まて’も手入れして立振に遺 bたるものあれ而して鼓に

最も注意すぺ 3は、砦内に間々竪穴を存するものある乙と是な b。

此事賓は頗る研究すべき慣僅あるを以℃向ほ後に設〈所あるべL0 

チャシ内の建物

チャシ内の遺物に就τは、松浦竹四郎氏の日誌中に、雷斧、石
鱗．土器片等を出したる敷蕗の事を記し、又佐藤蔀氏、佐藤重把氏

の記事中にも、陸奥園の砦世主 b石器、土器片を出せる事を記 L、

其他チャジ内よ b是等の遺物を得たる乙とは、間令聞く所在 9o 宵

ほ予が親しく調査したる数伊lを越ぺんに、後志闇余市町のチャジに

於℃は、雷斧．石銀、石匙、骨槍、銭鈎、煉玉、貝塚土器片、魚骨、獣

骨、貝殻、木炭等を拾ぴ、殊にチャ V のー側面にある貝塚記於て多

く之を待nfJ o 又釘11路園釧路町 -!I:v yヤのチャシに於τは、石銑．

貝塚土器片、銭釘（舶釘）を採集し、同町奮曾所裏のチャジの切崩した

る庭 lと於ては、石槍、骨槍、繊の附きたる骨器、貝塚士器片、魚骨、獣

骨、貝殻等を得た bo 又釧路園厚岸郡未虞村のチャジに於ては鏑刀、
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銭鈎（舶釘を曲けしもの）貝殻、魚骨、獣骨、鹿角、木表等を採集した

るも、石器及び貝塚土器の類を見ずO 其附近にある軍基穴のーを堀

hたるも、亦銭片、焼石を得たるに過きぎ 9~、叉同郡厚岸町オソ

ナイ山のチャジ lζ於℃は、少許の牡鵬殻の外、ーも得る所在か 9~。

チャジの内、或は石器、貝塚土器を出すものあれ或は石器、貝

塚土器と共に銭器を出すものあれ或は織器を出し℃石器、貝塚土

器を出さぎるものあれ其一様なら苫 7.；事費は、頗る研究すべき債

値あるものとす。想、ふにチャジの主人公た bし人種は、最初石器及

び貝塚土器を使用し、犠器其他便利の器物を得るに従日之を交へ

用ぴ、絡に餓器等 tとて事足るに至 b石器及び貝塚土器の使用を麗

せしものなら~歎o 而して其般釘の比較的多〈出づるを見れば．嘗

時彼等が如何に銭を貴重し．叉如何に苦心して銭を得たるかを推

察するを得べし3 此件 lζ就ては向ほ十分遺跡、遺物を調査するの

必要あるを信すO

チャジの内部、並に其傍に存在する遺物の種類、器物の材料の

品質、及び遺物の多、少は、其主人公たる人種の生活朕態を知るの．

好材料たるのみならず、又チャジ使用の時代、並に住居期間の長短

等を判定する好材料たれ

チャシと竪穴との輔係

チャジは、悉く竪穴と闘係あるものにあらずと雄も、其或るも

のは、確に竪穴と密接の関係を有せ bo 即ち陸奥園上北郡蛇葎．及

と入’中志、石狩園雨龍郡深川村納内、日高圏三石郡城布村ジョヅプ、十

勝圏中川郡旅来村、 ~II 路園厚岸郡後静村クライヨタンのチャジの如

きは、砦内に竪穴あ b。其他チャジの附近に竪穴あ h℃、雨者の聞

に密接の闘係ある乙とを．想像せしむるもの少しとせず。且つ予

の数所に於τ賓際取調べたる所代よれば、チャジ内の遺物も、其附

；互に在る墜穴の遺物も，.同ーにして別に差異あ hと認めざれば、或

る時代、或る地の住民は、竪穴をも作 L チャジをも遣 IJ1c. IJと、断
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定するを得へ Lo

チャシは荷入の遺跡か

チャジは何人が何のために遣 hたるやを‘アイヌに問ムに、或

は知らずと答ムるあれ或はコロポヅク JVの遺跡な bと答ムるあれ

或は紳の遺跡な bと云ふものあ hと雄も、亦アイヌの遺跡な bと

断言する者少なからまるを見れば、之を遣 hたる主人会其者を推

定するに難からず。叉陸奥聞及以渡島園にあるチャジは、蝦夷館又

は狭館等の名稽を有し、而して秋（イヌ）の字は彼の地方に℃アイヌ

に使用したる宇にして、明代其アイヌの遺跡たるを示せ b。向ほ

奮記類 lこ就τ調査するに、寛丈九年（西暦 1669年）ジプチャ 9（今の日高

園静内郡〕の曾長シャダシャ-i；〆の骨Lを記せる数種の書中 lとは、彼等

が砦を設け℃之に接 !Jnる乙とを記し、又津軽一統志の内シャダ
シャ守シ需Lの時の記事中に、瀬棚、余市、及び石狩の奥 l乙アイヌの大

勝の居城ある乙と等を記せれ降て天明元年（西暦 1781年）松前腐長

氏著述の松前志蝦夷風俗の部 It下の如く云へ b。

夷方 lこて不義ゃなし、戎 11.罪あるものには、資物か出きするか法とす、

£4' ~グナイと云ふ。 法に背きて財 4,出さぎれ，工、闘争に及ぶ、其時 11.毒

箭か放ち、鎗か横 Tこへ戟るなすなリ。 故 i二大邑の曾豪 1：るもの 11.、必ず一

廓の高山ル、チャ V と名つげて、此 iこ擦るなり。

天明四年（西暦 1784年）立松東．作氏著述の束遊犯に日く、

名 11.忘れれれども、東蝦夷 iこ大なるチヤジら持てる者わり、四方険阻

lこして、藤司な l二すがりて出入す（中略〉、チヤジ主 11.椴夷の居所減益の如き

ものか云ふ。

渡島筆記（著述年代不詳）に日く、

チャ γ と云ふ 11.、域のことにて、要害 1：よりて作り、橋必かきあげ、中 ι

り毒矢か射出す。

其他チャシがアイヌの砦なる乙とは、二三の書籍iζ 散見すれど

も、最も債値あるは、安政五年（西暦 1858年）松浦竹四郎氏の束蝦夷日

誌の一節にして、到，1路園釧路町附近にあるチャジの来躍に付 3下の

如〈記せ b0 
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久摺曾所の後 l二チャ o/ :J ~あり、此械に｛t、す＝トム V と云へるも φ

住ぜし由、今素爆の陶器、叉鍛石、雷斧石等ル堀出すことありとく中略〉、，－.Iレト

pν、叉愛 lこ城跡あり、業放や乙名なるメ yjJ/7 ＇！／ に審すに、我等が先租fよる

且し l二て、左の如 E答ふ。

初代、すエトム γ、此者天£り下り、土人の媒か萎として、上なる城 l三位

ぜしと。 す ＝－ Y It雲、ト A Y It ト守 vl二て下ると云ふ義にてあり。其婁

の名｛t知らざる ιじd 其子、トミカヲアイ／、此者 ρ ルトルの城島築き居

住包しが、根、室、厚岸、十勝，三方 Lり攻、来り務城iこ及び、後サ 11'y ナ 11：：城か

築き居りし時、まれ攻来りじが、前の谷地か堀となして防ぎ勝利私得、減晶

子lこ譲り、：：，.y "t 少の方に行寺住ぜしと、名義金身と云ふ義なりとc トミ

チャアイノ、此者弟あり、vヲ甲守トルの上 r：.械か築きー舎利、被室の兵主戟

ひ勝し主、名義金や割し如〈角立わると云ふ義なりとo B サ＝セ〈トミカ

ラアイノの伴入此者サル V ナイの波 iこて諸方の敵か防ぎし－， ~、名義雲の

合ふと云ふ義なりo ,... ク ν ＝セ（同弟なり〉、此者今のヌサ亨 V の械に居

りしと。

此の如〈蓮綿貫主代、今の脇乙名メ ν カグ V 家の先市且の居所なりし色

話しげれば、愛 iこ認し置〈こと然り。

以上の内、松前志に高山と云よ、が如き、東遊言巴 R藤綱にすが b

て出入すと云よ、が如きは、如何かと思はるれEもι是れ著者が賓際
競たるにあらずして、聞きし僅を書 3たるによるものまれば、敢で

替むるに足らずO 兎に角此等の書中氏記する所を概括すれば、チャ

シはアイヌの城砦にして、其擦守の翁めに遺bたるものたるは、復

た喜も疑以を容れまる在 bO 然れども嘗時戦争あればとて、濁立

せる各部落、必しも皆チャジを構へ12!Jと云ふにあらず、甲部落に

はチャジあ bしも、乙部落にはチャシなさ之ともあ bしならえ。謄

振囲拡田のアイヌ明石和歌駒が、予＆t語 bたる口碑の中氏日〈、古a

昔蛇閏アイヌと余市アイ~と職守したる事あ b しが、其時余市民

はチャジあ bしも、蛇旧民はチャ V 在か !J畠云々と、亦以τ一設とす
ー〈しO

チャシ使用の年代

アイヌが数多の部落に牙れ、各や縄立して諸露に散在し、平素

は互に交際せるも、時としては平和破れ、互に劇し〈職害したる乙
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とあるは、彼等の口碑等によ bτ 略ぼ之を知るを得ぺし、叉松前藩

の記録によれば、藩姐武田信贋以来、アイ xと和人主の職守．及び

アイヌ間相互の戦守は、十除回あ bた b。而しτ遺跡．遺物調査の

結果によれば、チャジには或は曾長、若〈は脅長のタト身舟ある一部

の者まで‘長〈住居したるものもあ bしならん、或は等賞Lの際のみ

一時立龍 bたるものもあ bしなら Av チャジ創始の年代は、今之を

詳にする能はずと雄も、使用の終期は略ほ’之を知るを得ペし。即

ち今よ b百二十飴年前、天明の頃迄は間今チャ；（ &t嬢 b居nる者あ
bしは、松前志、東遊言巴l己記する所Rτ 明かな b。蓋しアイヌの守

賞i，は、寛政元年（西暦 1789年）園後アイヌの賞Lを、終 bとするが故民、

寛政年聞を以てチャジ使用の終 bとますは、蓋し適嘗なる推定なる

べS歎。

コロポヅグル説の誤謬

ア4ヌの口碑によれば、往古此地 lとヨロポヲグノV と稿する媛小

人種あ bo 竪穴は勿論、遺跡よ b出つる石器、貝塚土器の類は、皆

此人種の使用したるものにて、 ア4ヌの使用したるものに非ずと

諦し、甚だしさはチャジをもコロポ，ク JVの遺跡な bと云ムものあ

b。但北千島アイヌ（今の色丹土人）には此口碑まし。而して坪井博

士の如きは、此口碑を殆E金然信用し、多年之を唱道し．其設大 tζ世

R.庚 't!> t?. !> 0 然れどもアイヌ臥前比、此地 lζ他の人種が居住せ

しや否やは、別問題とし τ之を措き－竪穴、石器、貝塚土器を指しτ

皆他の人種の遺物なれア iJlの使用したるものに非ずと云ふは、

憶に誤謬たるを見れず。其麓は種々あれ fも、設には之を略し、車

にチャジ研究の結果よ b之を言はん。

チャジがアイヌの使用したるものまる乙とは、前＆t記るす所に

よ b銃 lζ 明瞭にし τ坪井博士と躍も、恐〈は之＆t反劃する乙と能

はまるべし。然らばチャジ内の遺物nる石器、及(.K貝塚土器の類は．
之をアイヌの使用したるものな bと云ふも、亦恐らくは反駁する
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の鮮なかるべ LO 又チャジと密接の関係を有する或る竪穴も、之を

アイヌの使用したるものな bと云ふも、亦恐ら〈は之を否定する

乙と能は宮るベしO 想ふに坪井博士は．アイ$の日碑に重さを置

き．遺跡遺物の調査を疎かにしたるが錆め、誤謬（t路 bたるにあら

ぎる欺。夫れ未開人の口碑には誤謬あ bて信し難き乙と少在から

ずO 媛小人種に閥する口碑の如きは、他の未開人聞にも間々｛専ム

ふる所にして、之を口碑と云はんよ bも、寧ろ未開人の小説と云ふ

を趨営とすべし。殊にアイヌは、自己の知らぎる遺跡、遺物を見れ

ば、濫 blζ之をコロポヲク Jレに蹄するの悪癖あ b。聞く人注意せま

る可らずO

CHASHI OR FORTRESSES OF THE AINU. 

(R亘SUM亘．）

BY T. KδNO. 

(With Plate IJ.) 

1. Definiもionof Chashi. Cltasht" is an Ainu word applied to a fortress 

enclosed either by an open ditch or earth embankment, or protected by steep 

slopes. It is at present generally known by the name of C hasltikot which 

means the site of a fortress, or the place where a fortress was. 

2. Dis色iributionof Chashi. Chashi are distributed throughout the main 

island of Hokkaidδor Y ezo, where more than ninety remains in di任erent

1ocalities have already been recorded. They are also found in the northern 

provinces of Honshu and in the Kurile Islands. 

3. Position and Size of Ch舗hi. A Chashi is generally built on the top 

of a hill, or on the projecting point of a terrace near the sea, lake or river. 

Generally they are located in such places where they can easily procure food and 

water, and can corilrnand a‘wide view of the surrounding country. Their height 

is from 20 to 80 feet, but seldom reaches to more than 200 feet. Their circum-

ference is from 120 to 6oo feet. C lzaslzi of smaller size are more abundant 

than the larger ones. 
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4・ Shapeand Construction of Chashi. The shape of C/zashi is mostly 

irregulady oval or circular in outline，。rrarely irregularly square or triangular. 
A Cんas/tisituated on the projecting portion of a terrace is generaily separated 

from the rest of the elevated land by an open ditch, the remaining side being 

left in its natural日lope,or c山ircli昭 stepsformed on the declivity. That which 

is built or~ the top of a hill, has generally an open ditch dug round its base, 

or has its slope made very steep. 

5. Remains in the Inside of Chashi. Remains dug out from within the 

enclosure of C !tashi・varya grea士dealin different localities. In some places, 

fragments of .pottery and stone implements, such as stone-axes and arrow-heads 

are found ; in others besides these remains, iron implements are also found ; 

while in others only iron implements are dug out. All these remains are quite 

similar in character to those found in pits near by. 

6. Relation between Chashi and Pits. Pits may be found either within or 

outside the enclosure of Chashi, or sometimes they may be entirely absent from 

the vicinity of a C!tashi. From these facts, we may safely infer that some 

people in some period built both Chasin" and pits together at the same place. 

7. By whom were Chashi built 1 According to old Japanese literature 

relating to the subject, Chashi were built by the Ainu. Moreover, in the 

traditions of this people, it is transmitted that their ancestors built these 

Chas/ti in time of war. 

8. Date of the Making of Chashi. Although we can not tell when 

Chas hi日rstbegan to be built, yet we know the latest period of their use to 

be about one hundred years ago, i. e. at the end of the eighteenth century. 

9. Erroneous Views concerning the Koropokgurn. According to the tra-

ditions of the Ainu, there lived in Yezo a dwarf race called the Kot’opokguru y・

and pits, stone-implements, shell mounds, and pottery are all the relics of this 

people. But there are many strong proofs against the veracity of this tradition. 

Even from the studies of Chas/tt' alone, it is evident that the Ainu used at first 

stone implements and pottery, and abandoned their use at the introduction of 

iron implements; and that the Ainu lived in pits at some period. 
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